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6
．
解
答
は
す
べ
て
所
定
の
解
答
欄
に
記
入
す
る
こ
と
。
所
定
欄
以
外
に
何
か
を
記
入
し
た
解
答
用
紙
は
採
点
の
対
象
外
と
な
る

場
合
が
あ
る
。

7
．
試
験
終
了
の
指
示
が
出
た
ら
、
す
ぐ
に
解
答
を
や
め
、
筆
記
用
具
を
置
き
、
解
答
用
紙
を
裏
返
し
に
す
る
こ
と
。

8
．
い
か
な
る
場
合
で
も
解
答
用
紙
は
必
ず
提
出
す
る
こ
と
。

9
．
試
験
終
了
後
、
問
題
冊
子
は
持
ち
帰
る
こ
と
。

小
論
文
作
成
上
の
注
意

1
．
句
読
点
、
記
号
等
、
お
よ
び
改
行
の
た
め
に
生
じ
る
余
白
も
す
べ
て
字
数
に
今
且
]
°
ま
た
、
解
答
用
紙
の
字
数
を
超
え
て
解
答

し
て
は
い
け
な
い
。
（
旬
読
点
、
記
口
瓦
寺
は
、
必
ず
独
立
し
た
一
マ
ス
を
使
用
す
る
。
）

2
．
本
文
中
に
自
分
の
氏
名
を
書
か
な
い
こ
と
。

3
．
下
書
き
は
、
別
に
配
付
の
下
書
き
用
紙
を
使
用
す
る
こ
と
。
試
験
終
了
後
、
下
書
き
用
紙
は
持
ち
帰
る
こ
と
。
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ニーー

1．

試
験
開
始
の
指
ホ
が
あ
る
ま
で
、
問
題
冊
子
お
よ
び
解
答
用
紙
に
は
手
を
触
れ
な
い
こ
と
。

2
．
問
題
は
2
5
3ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
試
験
中
に
問
題
冊
子
の
印
刷
不
鮮
明
、
ペ
ー
ジ
の
落
丁

・
乱
丁
お
よ
び
解
答

用
紙
の
汚
損
等
に
気
付
い
た
場
合
は
、
手
を
挙
げ
て
監
督
員
に
知
ら
せ
る
こ
と
。

3
．
解
答
は
す
べ
て
解
答
用
紙
の
所
定
欄
に
、
H
B
の
黒
鉛
筆
ま
た
は
H
B
の
シ
ャ
ー
プ
。
ヘ
ン
シ
ル
で
記
入
す
る
こ
と。

4．

受
験
番
号
お
よ
び
氏
名
は
、
試
験
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
、
解
答
用
紙
の
所
定
欄
に
正
確
に
丁
寧
に
記
入
す
る
こ
と
（
左
記
記

入
例
参
照
）
。
所
定
欄
以
外
に
受
験
番
号
・氏
名
を
書
い
て
は
な
ら
な
い
。
な
お
、
解
答
用
紙
が
複
数
枚
あ
る
場
合
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
所
定
欄
に
記
入
す
る
ご
と。

5
．
受
験
番
号
の
記
入
に
あ
た
っ
て
は
、
左
記
（
数
字
見
本
）
に
し
た
が
い
、
読
み
や
す
い
よ
う
に
、
正
確
に
丁
寧
に
記
入
す
る

こ
と
。
読
み
づ
ら
い
数
字
は
採
点
処
理
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
る
の
で
、
注
音
午
／
る
こ
と
。

（数字見本）
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
な
お
、
文
章
の

一
部
を
省
略
し
て
い
る
。

達
挙
は
、
国
民
や
住
民
の
意
思
を
示
す
重
要
な
機
会
だ
。
事
前
の
予
想
を
覆
す
よ
う
な
選
挙
結
果
が
得
ら
れ

る
こ
と
も
あ
る
。
―
-0
一
六
年
の
イ
ギ
リ
ス
の

E
u
離
脱
を
決
め
た
国
民
投
票
や
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
選
ば

れ
た
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
選
挙
は
そ
の
代
表
例
だ
。
選
挙
は
民
主
主
義
の
根
幹
で
あ
る
。
し
か
し
、
選
挙
を
行

え
ば
本
当
に
正
し
い
民
意
が
反
映
さ
れ
る
の
か
。

ま
ず
、
選
挙
に
つ
い
て
悲
観
的
な
考
え
方
を
紹
介
し
よ
う
。

有
権
者
に
と
っ
て
、
自
分
一
人
が
投
票
す
る
こ

と
で
投
栗
結
果
に
与
え
る
影
響
は
、
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
で
あ
る
。
選
挙
結
果
が
政
策
に
影
響
を
与
え
、
そ
れ
が
有

権
者
に
大
き
な
影
郷
脅
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
一

人
の
投
栗
が
与
え
る
影
響
が
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
で

あ
れ
ば
、
選
挙
か
ら
得
ら
れ
る
便
益
も
損
失
も
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
に
な
る
。
仮
に
、
選
挙
の
結
果
が
自
分
の
生
活

に
与
え
る
影
響
が
数
百
万
円
と
い
う
非
常
に
大
き
い
額
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

自
分
の

一
票
が
政
策
を
変
え
る

効
果
が
ほ
ぼ
ゼ
ロ
で
あ
れ
ば
、
投
票
す
る
こ
と
で
自
分
の
利
害
を
変
え
る
効
果
は
、
数
百
万
X
ゼ
ロ
1
1
ゼ
ロ
と

な
っ
て
し
ま
う
。

そ
れ
に
対
し
て
、
投
票
に
行
く
た
め
の
時
間
、
候
補
者
の
政
策
を
考
え
る
時
間
に
か
か
る
費
用
は
無
視
で
き

な
い
。
単
純
に
、

有
権
者

一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
の
選
挙
の
損
得
計
算
を
す
れ
ば
、
投
栗
す
る
こ
と
は
明
ら
か

に
損
失
の
方
が
大
き
い
。

も
し
有
権
者
が
こ
の
よ
う
な
損
得
計
算
だ
け
で
行
動
す
る
な
ら
ば
、
棄
権
す
る
か
、
ま
じ
め
に
候
補
者
の
情

報
を
集
め
な
い
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
有
権
者
の
行
動
は
、
「
合
理
的
無
知
」
と
呼
ば
れ
て
い

引
。
合
理
的
無
知
が
蔓
延
し
て
し
ま
う
と
、
政
治
家
や
政
党
は
、
自
分
た
ち
の
都
合
の
い
い
政
策
や
自
分
た
ち

の
利
益
が
大
き
く
な
る
よ
う
な
政
策
を
と
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
有
権
者
の
合
理
的
無
知
の
結
果
、
政

治
家
の
行
動
や
政
策
に

つ
い
て
、
選
挙
で
の
抑
制
が
効
か
な
く
な
る
か
ら
だ
。

一
方
、
い
か
に
有
権
者
が
合
理
的
無
知
に
基
づ
い
て
、

い
い
加
減
な
投
栗
を
し
た
と
し
て
も
、

一
部
に
、
ま

じ
め
に
情
報
を
集
め
て
正
し
い
判
断
が
で
き
る
投
票
者
が
存
在
す
れ
ば、

選
挙
結
果
は
そ
の
人
た
ち
の
意
見
を

反
映
で
き
る
、
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
合
理
的
無
知
の
人
た
ち
の
投
票
行
動
は
ラ
ン
ダ
ム
な
の
で
、

平
均
す
る
と
候
補
者
全
員
に
均
等
に
そ
の
効
果
が
行
き
渡
り
、
選
挙
結
果
を
左
右
し
な
い
、
と
い
う
考
え
方
だ
。

そ
の
結
果、

ま
じ
め
に
政
策
を
考
え
て
い
る
人
の
選
好
が
選
挙
に
反
映
さ
れ
る
と
い
う

「集
計
の
奇
跡
」
が
発

生
す
る
と
い
う。

実
際
、
合
理
的
無
知
に
よ
る
投
票
を
防
ぐ
た
め
に
、
有
権
者
が
費
用
を
か
け
な
く
て
も
候
補
者
の
情
報
が
得

ら
れ
る
よ
う
に
、
候
補
者
た
ち
は
、
政
策
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
は
ず
だ
し
、
政
党
に
加
入
し
た
り
、
推
薦
を
得
た

り
す
る
は
ず
だ
。
現
実
に
は
、
選
挙
戦
は
激
し
く
、
聞
き
た
く
な
く
て
も
選
挙
カ
ー
か
ら
候
補
者
の
情
報
が
流

れ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
候
補
者
の
競
争
が
あ
る
な
ら
、
合
理
的
無
知
を
そ
れ
ほ
ど
心
配
し
な
く
て
も
い
い
と

い
う
立
場
の
研
究
者
も
い
る
。
候
補
者
の
競
争
と
集
計
の
奇
跡
を
信
じ
る
な
ら
、
選
挙
の
結
果
は
、
ま
じ
め
に

政
策
を
考
え
た
有
権
者
の
意
見
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
集
計
の
奇
跡
が
発
生
す
る
た
め
に
は
、

合
理
的
無
知
の
投
票
者
の
投
票
が
特
定
の
政
治
的
意
見
の

方
に
バ
イ
ア
ス
を
も
た
な
い
、

と
い
う
こ
と
が
必
要
だ
。

選
挙
で
勝
つ
た
め
に
は
、
政
治
家
は
得
栗
数
を
最
大
に
す
る
た
め
に
、
中
位
者
を
狙
っ
た
政
策
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
。
中
位
者
と
い
う
の
は
、
特
定
の
政
策
課
題
に
つ
い
て
、
強
い
賛
成
の
人
か
ら
強
い
反
対
の
人
ま
で
並
べ

た
際
、
順
位
が
全
体
の
五
0
パ
ー
セ
ン
ト
目
に
あ
た
る
人
の
こ
と
で
あ
る。

こ
の
中
位
者
が
自
分
の
側
に
投
栗

し
て
く
れ
る
よ
う
な
政
策
を
提
案
で
き
れ
ば
、
過
半
数
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
選
挙
に
当
選
す
る
。

こ
れ

が
中
位
投
栗
者
定
理
と
呼
ば
れ
る
も
の
だ
。
小
選
挙
区
制
だ
と
当
選
者
は
各
選
挙
区
で
一
人
な
の
で
、

特
に
中
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位
投
栗
者
の
争
奪
が
重
要
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
主
要
政
党
の
政
策
は
、
極
端
な
政
策
で
は
な
く
、
中
位
投
栗

者
を
狙
つ
の
で
、
ど
れ
も
同
じ
よ
う
な
も
の
に
な
る
。

中
位
投
票
者
定
理
に
関
し
て
、

日
本
で
問
題
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
は
、
人
口
の
高
齢
化
で
あ
る
。
二

0
1

七
年
時
点
で
、
投
票
者
に
お
け
る
年
齢
の
中
位
数
は
五
0
代
半
ば
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
五

0
代

半
ば
の
人
が
好
む
政
策
を
唱
え
る
と
当
選
す
る
可
能
性
が
高
く
な
る
こ
と
に
な
る
。
若
者
は
少
子
化
対
策
や
教

育
に
お
金
を
使
っ
て
欲
し
い
と
い
う
人
が
多
い
が
、
五

0
歳
代
以
上
の
人
は
、
医
療
・
介
護
、
年
金
問
題
に
関

心
が
高
い
。
高
齢
化
は
、
こ
れ
か
ら
も
進
み
、
今
の
ま
ま
の
年
齢
別
投
栗
率
が
続
け
ば
、

二
0
四
0
年
に
は
中

位
投
票
者
の
年
齢
は
六

0
歳
を
超
え
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
う
え
、
中
位
投
票
者
の
選
好
に
特
定
の
バ
イ
ア
ス
が
あ
れ
ば
、
政
治
家
は
そ
れ
を
狙
っ
て
く
る
。
「増
税

し
な
く
て
も
社
会
保
障
を
維
持
で
き
る
」
「
古回
速
道
路
を
整
備
す
れ
ば
景
気
が
よ
く
な
る
」
「政
府
に
は
埋
蔵
金

が
あ
る
の
で
そ
れ
を
使
え
ば
増
税
は
必
要
な
い
」
「
自
由
貿
易
は
日
本
の
雇
用
を
奪
う
」
な
ど
、
つ

い
信
じ
て
し

ま
い
そ
う
な
主
張
は
確
か
に
多
い
。
合
理
的
無
知
の
人
た
ち
が
、
こ
う
し
た
議
論
に
賛
否
同
じ
程
度
の
誤
差
で

対
応
す
れ
ば
、
選
挙
の
結
果
は
、
ま
じ
め
な
投
票
者
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
。
し
か
し
、
合
理
的
無
知
な
人
た

ち
が
、
特
定
の
心
地
良
い
主
張
に
動
か
さ
れ
や
す
い
と
す
れ
ば
、
選
挙
に
は
、
合
理
的
無
知
な
人
た
ち
の
バ
イ

ア
ス
が
そ
の
ま
ま
結
果
に
反
映
さ
れ
て
し
ま
う
。

良
識
あ
る
政
治
家
は
、
そ
の
よ
う
な
戦
略
を
と
ら
な
い
も
の
だ
。
し
か
し
、
当
落
線
上
の
瀬
戸
際
に
立
た
さ

れ
た
政
治
家
な
ら
話
は
別
だ
。
瀬
戸
際
の
政
治
家
が
、
合
理
的
無
知
に
つ
け
込
む
大
衆
迎
合
的
な
戦
略
を
と
る

の
は
、
残
念
な
が
ら
世
界
共
通
の
よ
う
だ
。

「
合
理
的
無
知
」
と
い
う
傾
向
が
存
在
し
て
い
て
、
さ
ら
に
、
選
好
の
バ
イ
ア
ス
が
あ
れ
ば
、
政
治
は
本
当

の
意
味
で
私
た
ち
の
生
活
を
良
く
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

（
大
竹
文
雄
『
競
争
社
会
の
歩
き
方
』
中
公
新
書
、

五
瞑
問
]

(
-
)
下
線
部

「こ
の
よ
う
な
有
権
者
の
行
動
は
、
ミ
晶
甜
涵
＇盆
心
」
と
明
団
江
て
い
る
」

的
無
知
」
と
は
何
か
。
百
五
十
字
以
上
、
二
百
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。

[以
下
余
白
]

二
0
一
七
年）

と
あ
る
が
、
[合
理

（
二
）
筆
者
の
指
摘
を
踏
ま
え
つ
つ
、

「合
理
的
無
知
」
が
引
き
起
こ
す
問
題
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
上
で
、

ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
具
体
例
を
交
え
な
が
ら
四
百
字
以
上
、
五
百

字
以
内
で
ま
と
め
な
さ
い
。
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（一）

（

こ

こ

よ

り

左

側

に

は

何

も

書

か

な

い

こ

と

（
こ

こ

よ

り

左

側

に

は

何

も

書

か

な

い

こ

と

150 

（解答用紙）
200 

に3

）

字

数

を

厳

｛

寸

す

る

こ

と

。

（
二

）

小

論

文

解

答

用

紙

は

汚

し

た

り

、

折

り

ま

げ

た

り

、

破

っ

た

り

し

な

い

こ

と

）

解

答

は

縦

書

き

と

し

楷

書

で

右

か

ら

左

へ

書

く

こ

と

記

入

上

の

注
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